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一
般
的
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
い
え
ば
、
日
本
人
や
日
本
企
業

が
海
外
に
出
て
い
く
こ
と
と
捉
え
る
場
合
が
多
い
。
し
か
し
、

日
本
全
体
が
抱
え
る
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
と
い
う
厳
し
い

社
会
構
造
の
変
化
を
考
え
た
場
合
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
動
き
は
、

従
来
の
“
内
か
ら
外
へ
〟
に
加
え
“
外
か
ら
内
へ
〟
、
即
ち
ヒ

ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
・
情
報
を
日
本
に
呼
び
込
む
「
内
な
る
グ

ロ
ー
バ
ル
化
」
を
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
に
な
っ
て
き

て
い
る
。

　

こ
の
「
内
な
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」
の
象
徴
的
な
も
の
と
し
て

は
、
訪
日
外
国
人
観
光
客
の
経
済
的
効
果
が
あ
げ
ら
れ
る
。
外

国
人
観
光
客
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
い
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
情
報
発

信
す
る
こ
と
に
よ
り
新
た
な
観
光
地
を
発
掘
し
、
更
に
外
国
人

観
光
客
が
訪
れ
る
と
い
う
好
循
環
も
既
に
生
ま
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
日
本
の
対
内
直
接
投
資
残
高
は
２
０
１
６
年
末
で

27
・
８
兆
円
、
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
5.2
％
と
近
年
は
増
加
し
て
い
る
も

の
の
、
国
際
的
に
は
ま
だ
ま
だ
低
水
準
で
あ
る
。
そ
の
原
因
と

し
て
、
規
制
・
行
政
手
続
の
煩
雑
さ
、
法
人
税
負
担
な
ど
ビ
ジ

ネ
ス
コ
ス
ト
の
高
さ
、
市
場
の
閉
鎖
性
、
外
国
人
向
け
生
活
環

境
の
整
備
不
足
、
外
資
系
企
業
で
働
け
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の

不
足
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
米
国
の
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
の
よ
う

に
、
国
籍
、
民
族
、
キ
ャ
リ
ア
、
発
想
な
ど
、
多
種
多
様
な
人

材
が
切
磋
琢
磨
し
、
革
新
的
な
製
品
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
生
み
出
す

仕
組
み
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
理
想
で
あ
る
。

　

我
々
法
人
会
は
、
多
種
多
様
な
業
種
、
業
態
か
ら
な
る
約
80

万
社
と
い
う
大
規
模
な
会
員
企
業
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
る
。

こ
の
素
晴
ら
し
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
最
大
限
活
用
し
、
異
な
る

知
恵
・
ノ
ウ
ハ
ウ
の
交
流
を
推
し
進
め
、
大
き
な
波
を
起
こ
し
、

新
し
い
価
値
観
を
生
み
出
す
こ
と
で
会
員
企
業
が
元
気
に
な
り
、

日
本
も
元
気
に
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　

 

一
般
社
団
法
人
東
京
法
人
会
連
合
会　

会　

長　

小

林

栄

三

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

  

本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
輝
か
し
き
一
年

と
な
り
ま
す
よ
う
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

  

さ
て
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
に
あ
た
り
、
全

法
連
の
季
刊
誌
「
ほ
う
じ
ん
」
で
年
頭
寸
言
を

ご
覧
に
な
っ
た
皆
様
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

こ
こ
に
同
文
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

本
年
も
、
法
人
会
活
動
に
対
し
て
一
層
の
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
と
と
も
に
、
会

員
企
業
の
皆
様
の
ご
隆
盛
を
心
か
ら
祈
念
申
し

あ
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

内
な
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
更
な
る
推
進
を

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

年

頭

寸

言

小林会長
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都営地下鉄車内広告
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自分のカラダと “がん ” のこと、ちょっとだけ考えてみませんか？

平
成
29
年
度
第
３
回
東
法
連
理
事

会
が
12
月
６
日
、

全
法
連
会
館
で

開
催
さ
れ
、
東

法
連
の
平
成
29

年
度
中
間
決
算

（
４
月
１
日
～
９
月
30
日
）、
業
務
執

行
理
事
の
職
務
執
行
状
況
が
承
認
さ
れ

た
。
ま
た
、
税
を
考
え
る
週
間
行
事
の

実
施
結
果
、
地
球
温
暖
化
対
策
報
告
書

の
提
出
状
況
な
ど
に
つ
い
て
報
告
が
あ

っ
た
。

東
法
連
の
中
間
決
算
は
、
ほ
ぼ
予
算

通
り
に
執
行

さ
れ
て
い
る
。

経
常
収
益
は

年
間
予
算
２

３
７
百
万
円

に
対
し
て
１

５
２
百
万
円
、

経
常
費
用
は

年
間
予
算
２

３
７
百
万
円

に
対
し
て
１

４
６
百
万
円
で

あ
る
旨
の
報
告

が
あ
っ
た
。

税
を
考
え
る

週
間
行
事
の
実
施
結
果
で
は
、
野
村
資

産
承
継
研
究
所
理
事
長
・
品
川
芳
宣
氏

に
よ
る
協
賛
講
演
会
、
キ
ッ
ザ
ニ
ア
東

京
に
お
け
る
租
税
教
育
活
動
、
山
手
線

一
周
税
務
広
報
活
動
、
Ｊ
Ｒ
線
車
内
ま

ど
上
広
告
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。
ま
た
、

キ
ッ
ザ
ニ
ア
東
京
で
の
租
税
教
育
に
つ

い
て
は
、
約
５
６
０
０
人
の
来
場
者
が

あ
り
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
日
本
テ
レ
ビ
、
テ
レ

ビ
朝
日
、
フ
ジ
テ
レ
ビ
や
、
朝
日
、
毎

日
、
産
経
、
日
本
経
済
新
聞
な
ど
、
多

く
の
マ
ス
コ
ミ
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ

と
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。

な
お
、
地
球
温
暖
化
対
策
報
告
書
の

提
出
状
況
に
つ
い
て
は
10
月
末
日
現
在
、

事
務
局
と
会
員
合
わ
せ
て
７
９
５
件
で

あ
る
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

理
事
に
は
監
督
責
任
が
あ
る
た
め

理
事
会
に
業
務
執
行
報
告
が
あ
る

理
事
会
終
了
後
、
公
益
法
人
協
会
副

理
事
長
・
鈴
木
勝
治
氏
に
よ
る
「
法
人

運
営
に
お
け
る
役
員
の
役
割
と
責
任
」

と
題
し
た
講
話
が
あ
っ
た
。
講
話
で
は
、

法
令
そ
の
も
の
の
解
説
と
と
も
に
、
法

令
の
持
つ
意
義

に
つ
い
て
以
下

の
よ
う
に
詳
し

い
説
明
が
あ
っ

た
。

一
般
法
人
法
は
旧
民
法
と
異
な
り
、

理
事
会
設
置
法
人
で
は
、
代
表
理
事
、

業
務
執
行
理
事
を
一
般
理
事
か
ら
分
離

し
て
お
り
、
各
理
事
に
よ
っ
て
役
割
が

異
な
る
。
理
事
に
は
理
事
の
職
務
執
行

監
督
責
任
が
あ
る
た
め
、
理
事
会
に
は

業
務
執
行
報
告
が
あ
る
。
一
般
理
事
は

業
務
執
行
を
決
定
す
る
が
執
行
者
で
は

な
い
。
し
か
し
、
業
務
執
行
報
告
を
受

け
承
認
す
れ
ば
執
行
内
容
に
つ
い
て
監

督
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
る
。
異
議
が

あ
る
場
合
は
議
事
録
に
と
ど
め
る
必
要

が
あ
る
。

ま
た
、
理
事
に
は
忠
実
義
務
が
あ
り
、

そ
の
法
人
の
た
め
忠
実
に
そ
の
職
務
を

行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
法
人
と
利
害
関

係
に
立
た
な
い
こ
と
を
原
則
と
し
て
お

り
、
競
業
取
引
お
よ
び
利
益
相
反
取
引

の
制
限
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
取
引
を
行

う
場
合
は
、
理
事
会
の
承
認
が
必
要
に

な
り
、
取
引
後
は
理
事
会
に
報
告
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

東
法
連
で
は
、
２
月
16
日

か
ら
始
ま
る
確
定
申
告
期
に

都
営
地
下
鉄
線
で
法
人
会
と

ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
を
Ｐ
Ｒ
す
る
車

内
広
告
を
実

施
す
る
。

掲
示
期
間

は
２
月
１
日

か
ら
２
月
28

日
の
１
ヶ
月

間
で
、
都
営

地
下
鉄
浅
草

線
、
三
田
線
、

新
宿
線
の
ド
ア
横
、
大
江
戸
線
の
ま
ど

上
に
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
す
る
。

東
法
連
の
中
間
決
算
承
認

税
を
考
え
る
週
間
行
事
な
ど
を
報
告

東
法
連
理
事
会

確定申告期に法人会とｅ−ＴａｘをＰＲ
都営地下鉄線車内広告を実施

あいさつする
小林栄三会長

講師の鈴木勝治氏

中間決算等を審議する理事会

都営地下鉄線ドア横ポスター

（1）期　　間	 平成３０年２月１日（木）
	 ～２月２８日（水）
	 １ヶ月
（2）路　　線	 浅草線、三田線、新宿線、
	 大江戸線
（3）掲示場所	 浅草線、三田線、
	 新宿線（車両内ドア横）、
	 大江戸線（車両内まど上）
（4）車 両 数	 １，１３２両（１両１枚）
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東
法
連
は
11
月
20
日
、
ベ
ル
サ
ー
ル

東
京
日
本
橋
で
第
３
回
調
査
部
所
管
法

人
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。
対
象
は
、

第
１
、
第
２
ブ
ロ
ッ
ク
の
一
部
の
法
人

会
と
第
５
、
６
ブ
ロ
ッ
ク
所
属
法
人
会

の
管
轄
地
域
内
に
所
在
す
る
国
税
局
調

査
部
所
管
法
人
（
原
則
と
し
て
資
本
金

額
が
１
億
円
以
上
の
法
人
）
で
あ
る
。

当
日
は
、
２
３
６
社
の
法
人
か
ら
経

理
担
当
者
な
ど
３
１
２
名
が
参
加
し
た
。

難
し
い
内
容
を
ユ
ー
モ
ア
を

交
え
て
や
さ
し
く
解
説

第
一
部
で

は
、
東
京
国
税

局
調
査
第
一
部

長
の
山
縣
哲
也

氏
が
「
税
務
行

政
の
現
状
と
課
題
」
と
題
し
、
国
際
的

な
課
税
問
題
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
難

し
い
内
容
を
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
や
さ

し
く
解
説
し
た
。
ま
ず
、「
税
源
侵
食

と
利
益
移
転
（
Ｂ
Ｅ
Ｐ
Ｓ
）」
の
事
例

を
示
し
そ
の
問
題
点
を
指
摘
し
た
。
ま

た
、
脱
税
対
策
と

し
て
２
国
間
金
融

資
産
情
報
の
「
自

動
的
情
報
交
換
」

に
つ
い
て
説
明
し

た
。
そ
の
他
、
税
務
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
の
維
持
・
向
上
に
つ
い
て
も
説
明
が

あ
っ
た
。

「
税
源
侵

食
と
利
益
移

転
」
は
Ｂ
Ｅ

Ｐ
Ｓ
（Base 

E
ro

sio
n 

and Profit 
Shifting

）

の
邦
訳
で
、

多
国
籍
企
業

が
税
制
の
隙

間
や
抜
け
穴
を
利
用
し
た
節
税
対
策
に

よ
り
合
法
的
に
税
負
担
を
軽
減
す
る
こ

と
で
あ
る
。
講
演
で
は
そ
の
例
と
し
て

Google

な
ど
の
ア
メ
リ
カ
企
業
が
採

用
す
る
節
税
ス
キ
ー
ム
「
ダ
ブ
ル
ア
イ

リ
ッ
シ
ュ
・
ウ
ィ
ズ
・
ア
・
ダ
ッ
チ
・

サ
ン
ド
イ
ッ
チ
」
を
紹
介
し
た
。

Ｂ
Ｅ
Ｐ
Ｓ
は
税
収
の
減
少
と
共
に

企
業
の
公
平
な
競
争
を
害
す
る

同
ス
キ
ー
ム
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、

オ
ラ
ン
ダ
お
よ
び
タ
ッ
ク
ス
ヘ
イ
ブ
ン

国
に
別
法
人
を
設
け
、
各
国
の
税
制
の

違
い
を
利
用
し
、
ラ
イ
セ
ン
ス
料
な
ど

の
名
目
で
利
益
を
移
転
し
て
合
法
的
に

節
税
を
図
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
Ｂ
Ｅ
Ｐ
Ｓ
に
よ
っ
て
以
下
の
よ
う
に

様
々
な
問
題
が
生
じ
て
い
る
。
①
納
税

者
の
不
公
平
感
に
よ
り
税
制
に
対
す

る
信
頼
が
揺
ら
ぐ
。
②
税
収
の
減
少
等

に
よ
る
財
政
の
悪
化
。
③
Ｂ
Ｅ
Ｐ
Ｓ
を

利
用
し
な
い
納
税
者
が
よ
り
大
き
な
割

合
の
税
負
担
を
強
い
ら
れ
る
。
④
Ｂ
Ｅ

Ｐ
Ｓ
を
利
用
し
な
い
国
内
企
業
（
中
小

企
業
等
）
の
競
争
条
件
が
不
利
に
な
り
、

公
平
な
競
争
が
害
さ
れ
る
等
。

こ
の
よ
う
な
動
き
に
対
し
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
租
税
委
員
会
は
、「
Ｂ
Ｅ
Ｐ
Ｓ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
、
国
際
課
税

全
体
を
見
直
す
取
組
み
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
Ｂ
Ｅ
Ｐ
Ｓ
対
策
と
は
別
に
、

各
国
の
税
務
当
局
同
士
が
非
居
住
者
金

融
機
関
口
座
情
報
を
一
括
し
て
情
報
交

換
す
る
、
自
動
情
報
交
換
の
制
度
が
進

ん
で
い
る
こ
と
を
紹
介
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
古
い
映
画
に
あ
る
よ
う
に
、
海

外
の
金
融
機
関
に
匿
名
で
隠
し
財
産
を

保
有
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
る
。

第
二
部
で
は
、
東
京
国
税
局
調
査
第

一
部
国
際
情
報
第
一
課
の
安
河
内
誠
国

際
税
務
専
門
官
が
「
移
転
価
格
税
制
の

執
行
」
に
つ
い
て
、
同
課
税
第
二
部
消

費
税
課
実
務
指
導
専
門
官
の
森
田
周
治

氏
が
「
消
費
税
軽
減
税
率
」
に
つ
い
て

講
演
し
た
。

　

東
法
連
で
は
、「
税
制
講
演
会
」を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
一
般（
非

会
員
）の
方
の
参
加
も
可
能
で
す
。
是

非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日　
時 

平
成
30
年
３
月
５
日（
月
）

	

午
後
３
時
～
４
時
30
分

場　
所 

京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

	
南
館
４
階「
錦
」

新
宿
区
西
新
宿
２

−

２

−

１

Ｊ
Ｒ
・
京
王
線
・
小
田
急
線
・

地
下
鉄「
新
宿
駅
」西
口
よ
り

徒
歩
5
分

 

都
営
大
江
戸
線「
都
庁
前
駅
」

よ
り
徒
歩
1
分

テ
ー
マ 

「
財
政
・
税
制
と

	

社
会
保
障
を
巡
る
課
題
」

講　
師 

法
政
大
学
経
済
学
部
教
授

 

小
黒　

一
正	

氏

定　
員 

２
０
０
名（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す
）

参
加
費 

無　

料

☆
参
加
の
お
申
込
み
は

	

東
京
法
人
会
連
合
会
事
務
局

	

（
℡	03-3357-0771

）ま
で

大
法
人
を
対
象
に

調
査
部
所
管
法
人
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

「
税
制
講
演
会
」の
ご
案
内

２
３
６
社
か
ら
経
理
担
当
者
ら
３
１
２
名
参
加

講演する山縣哲也氏

講演を熱心に聞き入る参加者



2018年（平成30年）1月号

東 京 国 税 局 か ら の お 知 ら せ

あなたが守る 従業員の健康と生きがい ～企業でできるがん対策～
シンポジウムのご案内	 主催：東京都福祉保健局

（4）

自分のカラダと “がん ” のこと、ちょっとだけ考えてみませんか？

東
京
メ
ト
ロ
副
都
心
線
沿
線
の
四
谷
、

渋
谷
、
新
宿
、
豊
島
法
人
会
の
４
法
人

会
が
、
10
月
11
日
、
ク
ル
ー
ズ
ク
ル
ー

ズ
Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｇ
Ｉ
Ｎ
Ｚ
Ａ
に
お
い
て
女

性
部
会
副
都
心
線
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催
し

た
。
昨
年
度
に
つ
づ
き
２
回
目
と
な
る
。

サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
各
部
会
長
よ
り
活

動
内
容
の
報
告
が
あ
り
、
各
部
会
と
も

特
に
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
に
力
を
い

れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
報
告
は

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
や
カ
ラ
ー
写
真
入
り

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
使
う
な
ど
、
説
明

の
た
め
の
工
夫
が
見
ら
れ
た
。

ま
た
、
参
加
部
会
員
の
所
属
法
人
会

が
す
く
に
分
か
る
よ
う
に
、
各
部
会
の

テ
ー
マ
カ
ラ
ー
を
決
め
、
そ
の
色
を
ど

こ
か
に
身
に

着
け
て
参
加

し
て
も
ら
う

と
い
う
、
女

性
ら
し
い
ア

イ
デ
ア
が
取

り
入
れ
ら
れ

た
。

沿
線
４
法
人
会
が

女
性
部
会
副
都
心
線

サ
ミ
ッ
ト
を
開
催

平成29年分確定申告期における税務署の閉庁日対応の実施について
東京国税局では、平成29年分確定申告期においても、次のとおり閉庁日対応を行います。

○閉庁日対応を行う税務署【東 京 都】

がんの早期発見及びがん患者の治療と仕事の両立支援に関する正しい理解のためのシンポジウムです。会員企業
の皆様、ふるってご参加ください。法人会の役員や委員、事務局の皆様の参加も歓迎です。

日　時：２０１８年３月２日（金）１４：００～１７：３０
場　所：イイノホール（千代田区内幸町２丁目１番１号）
参加費：無料（申込制） 申込締切 2018年2月23日（金）
基調講演
●がん治療と就労を両立させるために
事例発表
●従業員へのがんの早期発見・治療と仕事の両立支
援の優良な取組の実践

トークショー
●自分らしく生きるために　～大切にしたい周りの
人の支えと自分の身体～

ゲスト／タレント　向井 亜紀 氏
参加のお申込み方法等の詳細は、東法連ホームページ
お知らせ欄又は東京都福祉保健局ホームページをご覧
ください。

［問合せ先］ 株式会社成光社（シンポジウム開催事務局）
	 TEL03−5651−7325［平日	午前9時～午後5時］

○閉庁日対応を行う日　平成30年2月18日（日）及び2月25日（日）
○対応業務　確定申告書用紙の配付、申告相談、確定申告書の収受及び納付相談

※ 下線部分は、税務署庁舎外の申告書作成会場で閉庁日対応を行う税務署を示す。
※ 荏原、大森、雪谷、荒川、練馬西、西新井、江戸川南、青梅及び下線部分の税務署の庁舎では執務を行わない。
※ 詳しくは、お近くの税務署にお問い合わせください。

杉並、荻窪、豊島、板橋、葛飾、八王子、武蔵野、武蔵府
中、町田、日野及び東村山税務署
次の税務署においては各合同会場で実施します。
合同会場（対象署：麹町、神田、日本橋、京橋、芝、	
麻布、小石川、本郷、東京上野、浅草、本所、向島、	
江東西及び江東東税務署

合同会場（対象署：品川及び荏原税務署）
合同会場（対象署：四谷、新宿及び中野税務署）

合同会場（対象署：目黒、世田谷、北沢、玉川及び	
渋谷税務署）

合同会場（対象署：大森、雪谷及び蒲田税務署）
合同会場（対象署：王子及び荒川税務署）
合同会場（対象署：練馬東及び練馬西税務署）
合同会場（対象署：足立及び西新井税務署）
合同会場（対象署：江戸川北及び江戸川南税務署）
合同会場（対象署：立川及び青梅税務署）

各部会の報告を聴くサミット参加者

　　


